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第二章

ベルン時代 (1793-1796) 

へーゲ、ルは1793年の秋に神学の学業を終えた。彼は説教者にふさわしい

声も身振りも持ちあわせていなかったので，牧師になる道をあきらめたの

である。その時から彼は教育職にたす、さわることを考えたが， しかしどの

ような職を選ぶべきか未だよくわからなかったと考えられる。カントやフ

イヒテ，シェリングやへルダーリーン，その他多くの人たちと同じように

へーゲルもどこかの富裕な家族の子弟の家庭教師を務めることに甘んじな

ければならなかった。若い家庭教師たちは 通常彼らの余暇を自己形成を

仕上げるために費やすか，また特に彼らになんらかの道を開くことになる

はずの著作の出版を準備するために費やしたのである。フィヒテやこの時

代の多くのドイツ人たちと同様，へーゲ、ルはスイスに赴き，この地のベル

ンで彼はフォン・シュタイガ一家の家庭教師となった。この家族はこの町

の貴族に列せられていたc へーゲ、ルはそこでの自分の余暇を，一部は具体

的な政治問題に充て， 一部はテューピンゲンで形ができてきた問題で，わ

れわれが第一章で素描した問題を明確にし発展させるのに充てているので

ある。彼は，カントの宗教哲学である『単なる理性の限界内における宗教』

を注意深く読むことから一一あるいは読み直すことから 始める。そし

てへーゲ、ルの思想を1795年の終わりごろまで支配することになるのはカン

トが使う諸々の宗教的なカテゴリーである。改革家へーゲルを検討するの

がこの章の第一節の主題となる。われわれはそこに宗教的疎外というテー
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マが登場するのを見るであろう。しかしへーゲ、ルは宗教教育に意をもちい，

人間を正統派の独裁から解放しようとする一方，彼はカントの「批判」

(Critiques)によって口火が切られた哲学運動にも早くから関心をもって

いる。われわれはへーゲ、ルがシェリングと交わした書簡に注目し，へーゲ

ルが彼の友と連絡をとりあうことで如何にして人格神という考えを放棄す

るかを見るであろう。これは本章の第二節および第三節の主題となる。わ

れわれはそこに，形而上学的疎外というテーマと呼んでもよいようなもの

が登場しているのを見るであろう。最後に第四節ではこの新たな観点に照

らして，上に述べた思想が初めて現れる，ベルンて、書かれた最後の部分

(H.ノール，前掲書214-239頁)を解釈することにしよう。

(注)

(1) へーゲルはここで，歴史および哲学に関する立派な蔵書，とりわけイギリスお

よびフランス関係のものが多くある蔵書を自由に手にすることができた。この蔵

書の内容についてはハンス・シュトラームが明らかにした。 HansStrahm， Aus 

Hegels Berner Zeit. Nach bisher unbekannten Dokumenten， dans l'Archiv fur 

Geschichte der Philosophie， Bd. 41 (1932)， pp. 514-533. われわれの著者は

外面は非常に実直な風を装って，極めて個人的な気質や容赦のない政治的な批評

眼を押し隠したのである C 彼は，ヴュルテンベルク公率いる啓蒙専制君主制ほど

にはベルン市の貴族制を好まなかった。彼は1795年4月16日付けのシェリング宛

ての手紙を次の言葉で始めている。「返事が遅れたのは，一つには仕事がL、ろい

ろあったのと，いま一つは当地て、行われた政治上の祝祭のために気分が落ち着か

なかったからだ。十年ごとに大評議会 (conseilsouverain)は，この間に辞職する

約九十名ほどの議員を補充するのであるO この時におこなわれることが如何に人

間臭いものであるか，ここでおこなわれる癒着に較べれば，王侯の宮廷でたくら

まれるいとこ同士のあらゆる陰謀も如何に取るに足りないものであるか，言うも

愚かである。父が息子を，あるいはとてつもない持参金などをもって来る娘婿を

任命する。貴族制を知るには，この補充がおこなわれる復活祭の前のこの冬を当

地で過ごしてみなければならなL、。」へーゲルの最初の出版物となるのは，カル

(Cart)とL、う名前のローザ、ンヌ出身の弁護士が書いた著作のドイツ語訳である。

カルはベルンの寡頭政治によるヴアート地方の弾圧に抗して闘った人である。こ

の翻訳書の題名はつぎのとおりである。 VertraulicheBriefe uber das vormalige 
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staatsrechtliche 防rhaltnisdes Wadtlandes (Pays de Vaud) zur Stadt Bern; eine 

vollige Aufdeckung der ehemaligen Oligarchie des Standes Bern; aus dem 

Franzosischen eines verstorbenen Schweizers ubersetzt und mit A昨merkungen

versehen. Frankfurt am Main. In der Jagerschen Buchhandlung， 1798.次の

著書を参照c ]. G. Meusel， Das gelehrte Deutschland oder Lexikon der jetzt 

lebe担denDeuおchenSchriftsteller， tome II， Lengo， 1805， pp. 328-329; ]. Hoff-

meister， 0ρcit.， pp.247-257 et 457-465. 

( 2) ベルンでへーゲ、ルが読んだ本および彼の政治上の諸論稿に関しては，すでに挙

げたG.ルカーチの著作を参照すると有益だろう。本書は直接には宗教哲学を取

り扱っているので，へーゲ、ルがこの時期に読んだ次の毒物には注意を促すだけに

しておこう。 Montesquieu，L 'Esprit d，幻 Lois. Gibbon， Decline 仰 dFall of the 

Roman Empire. G. Forster， Ansichten vom Niederrhein， von Brabant， von 

Flandern， Holland， England und Frank陀 ich，im April， Mai und Junius 1790こ

れらの書物はシュタイガ一家の蔵書の中にあるものであった。他にこの蔵書の中

には，とりわけモスハイムの『教会史J]，ヨセフスの『ユダヤ人の歴史」および

マリヴォーの小説が入っている O へーゲルがこれらの書物を読んだことはベルン

で彼が書L、たものから判る。

第一節

改革家へーゲル

ベルン時代の諸論稿 それはテュービンゲンで、あたためられた研究計

画を遂行する中で企てられたものであるが には，新しくてきわめて重

要な要素が含まれている。事実へーゲ、ルは，民衆の宗教の教義に必要な資

格を吟味する過程で，キリスト教の教義とキリストの人格がそこて、果たす

役割を批判するようになるのである。彼は このキリストの人格がそこで

途方もない重要性を認められるのは如何にしてか，ということを自問する

に到り，こうしてキリスト教の起源の問題へと導かれる。フランクフルト

滞在の末期までへーゲ、ルはキリスト教の始まりとその後の変容に関する問

題を立ち入って考えることになる。このような研究の過程で，彼は一般的

な歴史的発展に関する自分なりの把握の仕方を見出すことになる。へーゲ
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ル固有の宗教思想の秘密をわれわれに明らかにしてくれるはずのものがそ

の後のさまさまな観方であって，かかる観方から彼はキリスト教の始まり

とその運命を考察することになるのである。ベルンでへーゲルは，非常に

特異な性格をもった『イエスの生涯』を書く O 個人の知恵を有し，へーゲ

ルによれば当初自由な宗教であったキリスト教が，その後如何にして権威

をもっ宗教に変容したのかを彼は研究する。彼はまたキリスト教が如何に

してギリシア・ローマの宗教にとって代わるようになったかを検討する。

以下のパラグラフでわれわれは，読者にへーゲルがあちらこちらでとっ

ているいくつかの「観方」をお目にかけようと思う。これらの観方は，疎

外というへーゲルのテーマが如何にして生じたかを明らかにしてくれるは

ずである。

キリスト教教義の批判一一キリストと宗教的疎外

キリスト教徒の生を支配している考え方はーーとへーゲルは書く一一永

遠の救いという考え方である。この考え方はたしかに最高善とし、う理性的

な概念と比較対照することができるだろう。理性にとって最高善の条件は

道徳性であるが，キリスト教徒にとって永遠の救いの条件はキリストへの

信仰であり，人間と神とを和解させるキリストの死に対する信仰である。

この信仰はそれ自身を目的とするものであって，道徳性へ導くためのもの

ではなL、。この教義は，キリスト教の教え全体がそれを巡ってまわってい

る軸である。この教義がなによりもまず意味しているのは，人間は本性か

らして腐敗しているのであって，みずからの力では徳に到りつくこともで

きないし救われるにも値しないということである。腐敗した人聞が神の

正義から期待するものは不幸と罰以外にはないであろう。人間の幸福は，

まったく無償な神の恩寵のお蔭なのである。キリスト教の護教家たちをソ

クラテスの徳の模範や多くの異教徒，多くの汚れを知らない未開人の徳の

模範と較べてみても，それに対して返ってくる答えは，それは「輝かしい

悪徳J[glanzender Laster Jにすぎない，と L、う不愉快で哀れむべきもの
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であって， I心なしの教父がたくらみ，おなじく心のからっぽな弟子たち

がその教父の口まねをして，吐き気をもよおさせるような態度で喋りまく

った」代物なのである。キリスト教徒たちは，相互に関連のない聖書の中

の幾つかの文言を拠り所にして，人間腐敗の教えや財産にたいする蔑視を

表明している。彼らは，われわれの腐敗の肉体的原因，すなわち遺伝的形

質仙台edite)すら聖書の中に見出されると信じている。こうして彼らは，

人間をすべての罪から清めているのがわからないのである。というのは，

自由のないところ，すなわち善なるものを承認して，それに従う能力を人

間に拒むところでは，責任というものはあり得ないからである。

救いをキリストへの信仰に結びつけることは理性に反する，とへーゲ、ル

は言う。歴史上の人物としてのキリストへの信仰は，実際のところ実践理

性の要請ではなL、。この信仰は，ある歴史的伝承が現在のわれわれにまで

伝えられたことによるのである。ところが理性が要求するのは，人間の存

在がすべてそれに関わっている重大な問題の解決にあたっては歴史の偶然

に左右されてはならないということである。だから選ぶべきは次の二つの

うちのーっということになる。すなわち 罪を購うキリストの死に対する

信仰は救いのために必要で、あるが， しかしその場合，幸福から人間的なも

のの大部分を除き去り，理性を放棄し神の道徳的性質について理性がわ

れわれに教えるすべてのものを放棄しなければならないか，あるいはまた，

罪を購うキリストの死に対する信仰は人が思うほどの重要性を持たないと

いうことを認めなければならないかこれら二つのうちのどちらかである。

人間腐敗の教義は，今度はキリストの神性の教義を生み出す。神一人の

みが人間の罪を嬢い，神聖性とL、う価値ある模範を示すことができるので

ある。どのようにして，単なる人間が示す模範が，徳、に到ろうと努めてい

るわれわれを力づけ，われわれの内にあって感覚的なものを支配すること

を可能ならしめる神的火花を意識させることができるのだろうか。われわ

れの同胞が，われわれの肉と同じ肉，われわれの骨と同じ骨であるばかり

ではなく，われわれの精神と同じ精神，われわれの力と同じ力でもあると
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いうことをわれわれが知るべくもないのはどうしてなのか。その理由は，

キリスト教の教義が神聖性の理念を人聞から完全に切り離しこの理念を

はるか遠くの存在のために取っておくからである。この教義は，人間の本

性の品位を毘しめ，最も徳ある人間の中に堕落した存在を見出すことしか

許さないのである。ある人がわれわれにとって徳の理想のように思われる

ためには，その人は同時に神でなければならない。キリストに固有の神的

な性格を，聖三位一体の第二の位格であって永遠なる父から生まれたとい

う事の中に見出すのではなく キリストの徳の中に見出すのならそれもよ

かろう。しかし残念なことに事実はそのようにはいかなかった。教会の歴

史は，例えば永遠の創造だとか，神的なものと人間的なものとがキリスト

において結びつけられるやり方だとかいった類の，およそ道徳とは係わり

のない属性に関する血なまぐさい論争に満ちている。教義のこのような点

が，宗教の本質的な事柄にされてしまい，民衆や統治者を駆り立てて反対

派の口を封じ，力にものを言わせたり相手を牢獄にぶち込んだりして，そ

の非を償わせようとした。こうして，キリストの人格一一われわれの目に

神的なものとして映じさせる当のもの一一一の本質が見過ごされてしまった

のである。

そしてへーゲ、ルは次のように結論する。「もし，キリストは実はその受

難のとき全世界の受けるべき罰をさえ耐え忍んだのだ，とし、う馬鹿げた考

え方を遠ざけようとして，神はこの受難とわれわれの罪の赦しとを結びつ

けておられたのだと，またわれわれの罪は神の思寵の再来の条件だったの

だと，ごく一般的に語るとしても，……人聞がもしそのことを信じようと

しさえすれば人間以外の存在の功績によって自分の罪を免れるのだ，とい

う中心的な考え方がし、まだ命脈を保っているのである。」

この項を終わるに当たって，当時のへーゲ、ルの政治および宗教思想、が表

れている非常に特徴的なテクストを引用させてもらおう o I……〔古代文

明の終末期に〕もはやいかなる公共の徳をもたなし、大衆，抑圧された状況

の中で蔑まれて生きている大衆が必要としているのは，彼らにはとても軽
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減することのできない惨めな境遇の補償を得んがための拠り所となる他の

もの，他の慰めである。神と不死への信仰の内面での確信が，外部の保証

によって，その確信をもっと知ることができるようにみずからの意見を起

こすことを心得ていた人間たちを信頼することによって補わなければなら

ない。みずからの民族の精神の中で，みずからの祖国のために力を尽くし，

みずからの生命を費やし，それを義務からおこなった自由な共和主義者は，

みずからの労苦に対する代償や補償を要求できるほどには，みずからの労

苦を高く買ってはいない。彼が働いたのは，みずからの理念のため，みず

からの義務のためであった。その働きとヲ|換えに，彼は何を要求しなけれ

ばならないのであろう。彼が期待するのはただひとつ，彼が勇敢だったか

らなのであるが，エルュシオンかワルハラで英雄たちの仲間入りをして生

きることであり，そこのほうがここよりも幸福なのは，彼が~~l 、人間の苦

しみから自由であるというだけの理由にすぎなL、。同様に，自然と必然、へ

の服従を原則としてみずからの理性の中に受け容れ，この法則を，たしか

にわれわれにとって不可解だが， しかし神聖なものとして敬う人には，補

償の要求の仕方が他にあるのであろう。オイディプスのような人物が，自

分は宿命に服している，運命の支配を受けていると信じたからといって，

自分のいわれのない受難に対する補償として，どのようなものを要求でき

るのであろうか。しかし，邪悪な人間の気まくおれへの盲目的な服従を原則

とすることは，この上もなく堕落し，深刻な道徳的無気力に陥っている民

族でなければできないしそのようになりうるためには，よほどの時が流

れて，現在よりもよかった状態が完全に忘れ去られなければならない。自

分自身にも，またすべての神々からも見捨てられ，私的な生活を送るその

ような民族には， しるしと奇蹟が必要である。この信仰をもはやみずから

白身の内にもち得ない以上，自分に来生があることを神に保証してもらう

ことが必要なのである。とはいってもやはり，道徳性の理念を把握して，

この理念の上に自分の信仰を打ち立てるところまでには到らない。理念が

子からびており，いまや幻影と化しているのである。このような民族の信
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仰は，ただ一人の個人(キリスト)にしか寄りかかれない。このただ一人

の人物こそ，その民族にとって，その敬慕の対象たる模範なのである。

ーーだからこそ，ローマ人の公共の徳が姿を消し，外面上の偉大さが衰え

つつあった時代に，キリスト教が公然と喜び迎えられたのである。だから

こそ，数世紀の後，人類が再び理念の能力をもつようになると，個人的な

ものへの関心が失われる。人間の腐敗についての経験は残りはするが，人

間の堕落についての教説は衰える，……人間本性の美しさ，それをわれわ

れ自身が疎遠な個人の中へ Cindas fremde IndividuumJ押し込んだのだ

が，その場合われわれは，人間の本性のうち，この本性がわれわれに吐き

気をもよおさせかねない一切のものしか手もとに残しておかなかった。

一一この人間の本性の美しさとし、う理念を 再びわれわれ自身の所産とし

て，悦びの念をもってみとめ，それを再びわがものとし Cesuns wieder 

aneignenJ.そしてそうすることによってわれわれにたいする自尊の念を

覚えるようになるのである。というのも，われわれは以前には，みずから

自身をもっぱら軽蔑の対象でしかありえないものと思いなしていたにすぎ

ないからである。J

I私的な生活を送る場合は，人生への愛 人生の安楽と人生の美化が，

われわれの最大の関心事たらざるをえなかった。(かかる人生への愛が思

!意とL、う体系のうちに組み込まれたものが，われわれの道徳であったので

ある。)いまや一一道徳的な理念が，人間の中に力を得ることができれば，

かの財産の価値は下がり，ただ生命と所有物しか保証しない体制は決して

最善のものとはみなされなL、。一一幾千という多数の弱L、人間が，そこに

慰めを見出す，動機やら慰めの根拠といった危なつかしい仕組み全体，こ

の作為的な体系は，いっそう不要なものとなる。常に時代と国家体制の色

に染まり，卑屈になること，みずからの無能を意識することが最高の徳で

あり， どこか他のところから，一切のものを一一一部は悪でさえも一一

待ち受けてレる宗教組織は，いまや独自で真の自立的な価値を獲得するで

あろう。」
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(注}

(1) 以下のことに関しては，次の箇所を参照。 Nohl，0.ρcit.， pp. 62-69. (久野昭訳

『へーゲル初期神学論集 1~以文社， ~O四一一一五頁。)

(2) Nohl， Op. cit.， p.63. (同， ~O六頁)

(3) Nohl， Op. cit.， p.69. (同，一一五頁)

(4 ) ここではじめて，へーゲルにおいて疎外というテーマが，その後に再獲得とい

う言葉を伴ってあらわれているO しかもそれは，へーゲ、ルの成熟期の用語そのも

のを用いて表現されている。

(5) Nohl， Op. cit.， pp.70-71. (同，一一八頁)0 へーゲ、ルが，厳密な意味で決して

カント主義者でなかったことを Th.へーリングが強調するのは正しL、。ここで

引用したテクストから，へーゲルが，カントが使っている範鳴を，カントとは異

なった意味に「受けとっているJことがわかる。しかし「横の」関係がわれわ

れの直接の関心でhはないので，われわれは，これらの棺異を強調するにはおよば

ない。

「イエスの生涯」

(H.ノール，前掲書， 75~136頁)

へーゲ、ルがわれわれに残した最初のまとまった論稿は，イエスの生涯で

ある。このテクストは極めて読みやすいものであるが，その文書上のジャ

ンルを決めるのは容易ではなL、。まず，その若干の特色をあげれば次のと

おりである。そこでは，キリストとL、う人物は一切の超越的な性格を失っ

ている。福音書が語る奇蹟的な出来事は，黙って見過ごされるか，または

自然的な意味に解釈される。イエスはそこでは，徳の理想の人格化として，

啓示によって受け入れられた外面的な律法に服することをみずからの支え

としているユダヤ人の宗教的感情と闘いながら，理性宗教を説く教師とし

て現れる。「もし，あなたがたが，あなたがたの宗規と既成の提を，人間

に与えられている最高の法則であると考えているのなら，一ーとイエスは

ユダヤ人たちに言う一一あなたがたは，人間の尊厳と人間の内にある神の

概念と神の意志の認識とを，みずからの手で汲み取る能力を見誤っている

のです。」ラザ、ロと冷酷な金持ちの話を述べながら，へーゲ、ルはアブラハ

ムに次のように語らせている。「人間には理性の法則が与えられている。
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それ以外の教えは， 天からもまた墓穴からも人聞には与えられていな

L 、。」聖霊・とは心情であり，道徳的な意識であるO イエスが彼の使徒たち

に教え込もうとするのはこの意識であり， それは彼の死後も使徒たちを導

いてゆくべきものなのである。キリストの死は，彼の人格の中で理性宗教

とユダヤ人の権威の宗教とを格闘させた劇の終幕で、ある。そこではキリス

トの復活が問題なのではない。

この述作に関して， 理性の自由というテーマに立ち入って述べることが

できょう。一見すると理性の自由について語ることは無意味であるように

みえる。 というのも， 理性とは通常は，真なるものに縛られた能力のこと

へーゲ、ル一一および自由思想家たちーーが思想のだからである。 しかし，

自由について語るとき，彼らは理性が勝手気憧に肯定したり否定したりす

る権利があるとか， あるいはそうする能力さえもっていると主張している

のではなL、。彼らが自由という言葉で理解しているのは，からの自由

(etre libre de)とL、う消極的な意味においてなのであるO からの白由とい

つでも， それは伺からの自由なのか。それは、外部から強いられるものか

らの自由である。理性とは， 一ーとへーゲ、ルは『イエスの生涯Jl(H.ノー

lレ， 前掲書， 75頁， 79頁)の中で言う一一神的火花である。 この火花を通

じて， そしてこれを通じてのみ，神はわれわれを導くのである。われわれ

の進むべき道を照らすために， この神的火花を育みそだてる必要はない。

ただそれに従いさえすればよいのである。

へーゲルのこの論稿の一般的な特色を述べた後で， その例証としてへー

ゲルの解釈の具体的な例を若干あげても， おそらく読者には不愉快なこと

ではないだろう O へーゲルの解釈が及ぶ範囲をすべて理解するためには，

彼の具体的な解釈を， それに対応する聖書のテクストと比較してみなけれ

ばならない。 この聖書のテクストは伝統的なキリスト教の解釈に照らして

理解されたもので， へーゲ、ルが神学校で、授けられた解釈と大筋において同

じものである。 われわれみずからがこの二つの解釈を並べてみるという作

業をすれば当然われわれの研究をいたずらに長くしてしまうので， へーゲ
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ルが典拠としている聖書のパラグラフをそのつど示すことで満足しよう O

あとは読者の自主性と宗教的教養におまかせする。

ヨハネ福音書のプロローグは，次のように書き換えられている。 iどの

ような制限も受け付けなし、純粋な理性は 神そのものであるc 一一それゆ

え，世界全体の計画は，理性によって立てられている。理性は，人間がそ

の使命を知り，みずからの生における無条件の目的を知ることを教える当

のものである。たしかに，理性はしばしば曇らされることがあるが，しか

し理性がまったく消し去られてしまうことは決してなかった。閣の中に

あっても，理性のほのかな光は常に輝き続けていたのである。一一」

「人間に再びその価値を気付かせた者は，ユダヤ人の中ではヨハネであ

った。人間の価値は人間にとって疎遠なものであるはずはなく，人間がみ

ずからのうちに，自分の真なる自己のうちに求めるべきものであって，家

柄がよいとか，幸福への欲求をもっているとか，名望ある人に仕えている

とかいう点に求めるべきではない。そうではなくて，人間に与えられた神

的火花，人間こそ崇高な意味において神そのものに由来しているのだとし、

うあかしを人間に与える神的火花の形成のうちに求めるべきなのである。

一一理性の形成こそ，真理と安静との唯一の源泉であり，この源泉をヨハ

ネは，自分一人だけが，あるいはめったにないものとして，所有している

のだ主張したわけではなL、。そうではなく，すべての人聞がみずからのう

ちにこの源泉を見出すことができると説いたのである。J

「けれども，人間の腐敗した生活原理を改めさせ，真の道徳と純粋な敬

神とを認識させるのに， ヨハネ以上に貢献したのは，キリストである。」

へーゲ、ルは，イエスとニコデモとのやりとりを詳しく叙述している。「私

も一ーとニコデモは言った一一あなたの教えを受けるためにやって来たの

です。一ーというのは，私があなたから聞くすべてのことは，あなたが神

の御使いであること，神があなたのうちに住みたまうこと，あなたが天か

ら来られていることを，私にあかししてくれているからです。一一そうで

す， とイエスは答えた，白分の源を天から得ていない者，神の力が，その



若きへーゲ、ルの宗教思想 (3) 97 

人のうちに住まっていない者は，決して神の国の住人ではありません。…

…人閉そのものは，たんに，まったくの感性的であるにすぎない存在では

ありません。一一一人聞の本性は，たんに，快楽への欲求に限られているの

ではないのですっ人間のうちには精神もあります。すなわち神的存在の火

花もあるのです。あらゆる理性的存在者が受け継いでいるこの素質が人間

には与えられているのですったしかにあなたは，風がざわめくのを聞いて

風が吹くのを感じますが，しかしその風について何もできません。それ

がどこからやってくるのか，あるいは，どこへ行くかもわからないのです。

それと同じように，あの自立的で不変な能力も，抗いがたい力て‘あなたの

内面でその存在を知らせているのです。一ーしかし，その能力が他のもの

と，変化してやまない人間の心情と，どのようにして結びついているのか，

それがどのようにして感性的な能力を支配するようになることができるの

かーーについては，私たちは知りません。」一一そして，ニコデモが，そ

れは自分には分からない考え方ですと言うので，イエスは続けて言う oIど

うしてですか。あなたはイスラエルの教師て、あるのに，私が言ったことが

分からないのですか。一一私のうちに，このことについての信念は生きて

います。それは，ちょうど私が見たり聞いたりするものを確信しているの

と同じです。一ーしかしもしあなたがたが，あなたがたの精神の内奥

のあかしこの天の声に注意を払わないのなら，どうして私が私のあかし

にもとづいて，このことを信じてくれるようにとあなたがたに期待で、きま

しょうか。ただ，その源が天にあるこの声だけが，あなたがたに，理性の

一層高い要求について教えることができますしそれに，ただ，この天の

声を信じることによってのみ この声によく耳を傾け従うことによっての

み，心の安らぎと真の偉大さ，人間の価値が見出されるのです。 とい

うのも，神は他の自然、よりもとりわけ人間を選びたもうたからです。それ

は，神がご自分の本質の反映を人間の魂の中に吹き込み，理性を人間にお

くり与えたもうたほどであります。 神を信じることによって，人間だ

けがその高蓮な使命を果たすので、すO 神は，自然、の欲求をお罰しには
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なりません。 だが，それを導き高めたまう。神に従わない者だけが，

あの光を見誤り，あの光をみずからのうちに育むことをせず，こうしてそ

の行為を通じて，どのような霊の子供であるかを示したことで，すでにみ

ずからを裁いているのです。一一彼は 倫理を義務として命じる理性の輝

きを前にして後ずさりをします。というのは，彼を恥辱と自己軽蔑と悔恨

で、満たすはす、のあの光明に，彼の悪しき行いが反抗するからです。一ーーし

かしみずから正しき行いをなす者は，すすんで理性の法廷へ赴きます…

・。 そして彼は自分の行為を包み隠す必要はないのです。というのも，

その行為は，彼に魂を吹き込む精神，理性的世界の精神，神の精神をあか

しするものだからです。」

へーゲルは山上の垂訓に多くのページを割L、ている。イエスはそこで，

施し物をするときには，ラッパを吹き鳴らさないよう薦めている(マタイ，

6， 2-4)。右手のしていることを左手に知らせてはならない。隠、れた

ことを見ておられる父は報いてくださるだろう O へーゲルはここのところ

を次のように言い表している。「施し物をしようと思ったら，偽善者たち

がするように，人々からほめられるために，街頭や説教壇の上や新聞紙上

〔原文のまま!Jで，これみよがしに吹聴してはいけない。いわば，右手

のしていることを左手に知らせないように，隠れてしなさレ。一一一酬いら

れると思わなければ，あなたがたの励みにならないとしても，あなたがた

の酬し、は，よい行いをしたとひそかに思うことであり，世間の人がよい行

いをした当の本人をほとんど知らなくても自分たちの行いの効果は……永

遠に悦ばしい結果に満ちあふれでいるのだと思うことなのです。」一一福

音書(マタイ， 6， 19-21)の中ではまた，地上にではなく天国に宝をた

くわえなければならないと言われている。へーゲルは，それを次のように

言い換える。「あなたがた自身の内に移ろいゆくことのない宝を，道徳性

の宝をたくわえなさL、。このような富だけを，あなたがたは本当の意味て、

自分のものと呼べるのです。というのも，それはあなたがたの最も内奥に

ある自己に所属しているからです。一一自然の強制，あるいは人間の悪し
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き意志，また死て、さえもこの富に対しては無力なのです。」

ヨハネ福音書は，安息日に足の不自由な人が癒され，そしてその後に交

わされた会話について記している(ヨハネ 5，1，以下)。へーゲルは，

このエピソードを語るのに次の言葉で始めている。「さて，再び過越の祭

があったので，イエスもエルサレムに赴いた。イエスがエルサレムに滞在

しているある時のこと，彼が安息日に，ある貧しい病人に親切をつくした

ところ，それがユダヤ人たちの感情をいたく傷つけたのである。」一ーそ

のときのやりとりの中で，へーゲルのキリストは言う。「人聞が自我と呼

ぶことができるもの，そして死滅や腐敗することは決してなく，人間みず

からが受けるに値する酬し、を決定するところのものは，自分で白分の方向

を定めることができます。そのものは，理性として姿を現してきますが，

この理性の立法は， もはや理性以外のなにものにも依存しません。一一地

上のものであろうと天上のものであろうと~、かなる他の権威も，この理

性の手に，その方向を定めるべき他の尺度を与えることはできないのです。

私が教えていることを私の思いつき，私一人の考えだと言うつもりはあり

ません。私はそれを，誰かが私の権威に基づいて受け入れることを求めて

はいません。というのは，私は名声などほしくはないからです。(そ

れを信じるかどうかを，私は，すべての人を意のままに支配しているとお

もわれる普遍的理性の判定にゆだねます。一一一)J

福音書はイエスがあるとき罪深い女の罪を許した次第を語っている。こ

の女はイエスの足に香油を塗り，イエスの足を自分の涙で濡らしていたの

である。『イエスの生涯』の中でキリストは言う。「あなた自身の，まだ善

をなし得るという信仰とあなたの勇気とが，あなたのうちで勝利をおさめ

たのを見るのは，すばらしい楽しみです。」

「多くの聴衆の中からイエスは，いまや特別に教えるに値すると思って

いた十三人の者を選び出した。それは，彼らを立派な人間にし，自分の教

えを広める手助けをしてもらうためであった。そしてイエスは，ひとりの

人間の生涯と力だけでは，国民全体を道徳的なものに向けて教育するのに
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は不十分であることを，分かりすぎるほどわかっていたから，一一彼には

その精神をそのまま吹き込むことができる何人かの人が必要であった。」

さらにまた極めて興味深いのは，仮庵の祭に行ったとき，イエスがパリ

サイ人たちと言レ合ったことに関するへーゲ、ルの伝え方である(ヨハネ，

8， 12，以下)0 fl.、っか別の折りに，イエスが神殿で人々の前で話をして

いると，パリサイ人たちが反対して，あなたは自分の教えが真理であるこ

とを，あなた自身にも他人にも保証できるようなどんなしるしを示すこと

ができるのか。自分たちは，神の厳粛な啓示によって正当と認められてい

る制度と律法をもっとL、う幸福にめぐまれているのだ，と言った。イエス

は彼らに答えて言った。あなたがたは，神は人類を世界の中へ投げ入れ自

然、の手にまかせたもうたとでも信じているのですか。法則もなく，彼らの

生存の最終目的の意識もなく，どうすれば神の意にかなうことができるか

をみずからの内に発見する可能性もないのに。一一道徳法則の認識は幸運

の問題であって，それは，地上のあらゆる国民のうち，もっぱらただあな

たがただけに，地上のこの片隅にだけ，理由はわからないが，分かち与え

られているのだとでもあなたがたは信じているのですか。一一あなたがた

がそのように信じ込むのは あなたがたの頭の中にある利己的なものの狭

L 、了見なのです。 私は ただ 自分の心，自分の良心の偽りのない声

だけをたよりにしているのです。この声に正直に耳に傾ける者には，この

声から真理が輝きでるのです。一一この声を聴くこと，私はただそのこと

だけを私の弟子たちに求めているのです。この内なる法則こそ，自由の法

則であり，自分自身が与えたものとしてのこの法則に，人聞はみずから進

んで従うのです。この法則は永遠です。この法則の内には，不死の感情が

あります。 人間にこの法則を知らせるとし、う義務のためなら，私は，

誠実な羊飼いがその羊の群れのためにそうする覚悟ができているように，

生命を捨てる覚悟ができています。 あなたがたがたとえ私の生命を奪

っても，あなたがたは私から生命を奪い取るのではなくて，私自身が自由

に生命を犠牲にするのです。一一あなたがたは奴隷て、あります。なぜなら，
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あなたがたは外からあなたがたに課せられる律法，それゆえあなたがたを，

あなたがたみずからに対する尊敬の念によってさまざまな愛着心に奉仕す

ることから救い出してくれるような力をもたない律法という縛めを背負っ

ているからです。」

福音書 (Jレカ， 12， 49-53)の中で，イエスは，この地上に平和ではな

く剣と迫害をもたらすために来たのだと言っている。へーゲ、ルはイエスに

次のように語らせている。「私があなたがたに安穏な生活を楽しむように

求めたとでもあなたがたは思っているのですか。苦労のない幸福な未来こ

そ，私が自分のために期待し要求している運命だとでも思っているのです

か。そうではありません。迫害を受けることこそ私の運命であり，あなた

がたの運命て、もあるのです。不和と闘いこそ，私の教えから出てくるもの

でしょう O 悪徳、と徳のこの争い，そしてなんらかの権威によって人間の頭

や心に植えつけられてきた信仰上の因襲的な考えや慣習に服するか一一そ

れとも，権利を認められた理性に奉仕するとL、う今再び姿を現しつつある

ものに立ちかえるか一一一この争いは，友人や家族を引き裂くでしょう O

一ーもし古いものが理性の自由に足かせをはめ，倫理のこの源を汚した

と言って，古いものをくつがえした人たちが一一ーそのかわりに再び文字に

縛られ外から命令される信仰，理性みずからが法則を創りだし自由にそ

の法則を信じ，その法則に従うところの権利をあらためて理性から奪いと

る信仰，をもち出すようなことがあれば，ああ，もし，彼らがこの命令さ

れた信仰を，剣や外部の力でその身を固めさせ，父親を息子に，兄弟を兄

弟に，母親を娘に対してけしかけ一一一そして，人類を人類の裏切り者にす

るようなことがあれば，この争いは，人類の中のかなりの人たちには名誉

になるでしょうが， しかし，その争いは不幸なものとなるでしょう。」

自分の持っているものを売り払ってイエスに従う決心をつきかねている

若い金持ちの逸話はよく知られている。このエピソードは，イエスが弟子

たちにした約束，すなわち，人の子(イエス)が栄光の座につく日に，弟

子たちも十二の玉座にすわり，イスラエルの十二の支族を裁くであろうと
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いう約束で終わっている。そしてイエスは付け加える。私の名のゆえにす

べてを捨てる者はだれでも，この世ではその何倍もの酬し、を受け，後の世

では永遠の命を受けるのです，と。へーゲルはイエスに次のように語らせ

ている。「富への愛着が，いかに人間の心をかんじがらめにすることがで

きることか。それが人間にとって，徳へ到りつくためのなんと大きな妨げ

となることだろう。徳は犠牲を要求し，富への愛着は常に新たな利得を要

求する。徳は みずからを限りあるものとすることを，富への愛着は

一一一自らを押し拡げること一一自分のものと呼べるものをますます多く増

やすことを要求する。」弟子たちは尋ねる。「しかしこの人間の本性から

生ずる欲求のゆえに有徳たり得ない，ということをどうして望めましょ

う。」これに対してイエスは答える。「これらもろもろの欲求の聞の矛盾は，

神が富への愛着よりも優位に立つべき義務を課する独自の立法権を徳に与

えたまい，また富への愛着よりも優位に立つことができる力をも徳に授け

たもうたという事情によって解消するのです。」一一一そして， I彼の仲間の

一人」であるべテロが， I知つてのとおり，私たちは一切を捨てて，

あなたの教化に身をまかせ，ただ倫理にのみ献身してきました」と言うと，

イエスはそれに応えて言う o Iあなたがたが捨て去ったものと引き換えに，

あなたがたは，ただ義務のためにのみ生きたのだとL、う意識を獲得しまし

た。この意識こそこの人生においても，それからまた未来永劫にわたって

も十分な代償なのです。」

へーゲ、ルは，最後の晩餐の後に交わされた会話に長く足を止めている。

「諸君，あなたがたの友は，まもなくその使命を終えるでしょう。一一彼

を，人の子の父がその至福の住処に受け入れたまう O もう少したてば，私

はあなたがたと別れることになるでしょう O あなたがたへの遺言として，

私はあなたがたに，互いに愛し合いなさい，とL、う命令を残しましょう。

そして，私のあなたがたへの愛という手本を残しましょう O ……私があな

たがたと別れるからといって 狼狽しではなりません。 あなたがたの

内にある精神を崇めなさい。この精神によって，あなたがたは神の意志を
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知り，この精神によって，あなたがたは神と通じ，神と同類なのです。…

…これまで私は，あなたがたの教師で、した。……L、ま私は，あなたがたの

もとを離れるとはいっても，あなたがたを孤児としてあとに残すのではあ

りません。私はあなたがたに，あなたがた自身の内に導き手を残します。

理性があなたがたの内に蒔いた善の種子を私はあなたがたの内に呼びさま

しました。そして，私の教えとあなたがたに対する私の愛を思い起こして

くれるなら，この真理と徳の精神は，あなたがたの内に歪められることな

く保たれるでしょう O この精神に人聞が敬意を表さないのは，彼らがこの

精神のことを知らず，また，みずからの内にこの精神をさがし求めようと

しないからにすぎません。一一あなたがたは大人になったのです。大人は，

他の人からあんよ紐を貸してもらわなくても，最後には，自分のことは自

分に任せられるのです。 私がもはやあなたがたのもとにいなくても，

これからはあなたがたが育んで、きた倫理が，あなたがたの道案内をしてく

れるのです。……徳の聖なる精神が，あなたがたが道を踏み誤らないよう

に守ってくれるでしょう。一一それは，あなたがたが，いまはまだ感じ取

っていないものを，もっと完全にあなたがたに教え，あなたがたが，いま

はまだ分からない多くのことを，あなたがたに思L、起こさせ，その意味を

分からせてくれるでしょう O ……L、ま，あなたがたは私のまわりにL、ます。

あなたがたは，葡萄の木から養分をとって，果実をつけた葡萄の若枝のよ

うなものです。そして，この若枝が，いますぐ木から切り離され，自分自

身の生命力によって善の実を熟成させるのです。」

最後にへーゲ、ルは，聖職者の祈りを次のように言い換えている。「わが

父よ，私の時が来ました。 無限なあなたをその源とする精神の尊厳を

見せるべき時が。一一そしてあなたのもとへ帰るべき時が。永遠であるこ

と，始めと終わりのあるもの一切を，有限なもの一切を越えて高まりゆく

ことこそがこの精神の定めて、あります。 父なるあなたを認識し，私の

精神とあなたが同じ類のものであることを認識すること，類を同じくする

ということに忠実であることによって私を崇めること，そして，この尊厳
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に目覚めた意識を通じて人間を高めることが，この地上での私の使命でし

た。 地上でのこの使命を私は終えました。ー一一あなたへの愛のゆえに

私は友人たちを得ました。彼らは悟るようになったのですO 私が人々に縁

もゆかりもないものを，あるいは自分勝手なものを押しつけようとしてい

るのではなく，私が彼らに教えたのは，あなたがお示しになった法則で、あ

って，その法則は人々が見誤っているだけで，すべての人の胸の奥にひそ

かに宿っていることを。何か奇妙なこと，あるいは突飛なことによって名

誉を得ることではなく，蔑まれた人間性に対する失われた尊敬の念を回復

することが，私の意図だったのです。一一そして理性的存在者の普遍的性

格，すべての人に与えられた徳への素質一一ーそれが私の誇りでした。」

『イエスの生涯』の文書上のジャンルはどのようなものなのか。へーゲ

ルがイエスの生涯に関して，事実にもとづく正確な知識をわれわれに与え

ようとしているのではないことは確かである。このことは，既成的宗教と

してのキリスト教の起源に関する論稿を読めば分かる。この論稿について

は次の節で述べることにする。へーゲ、ルがわれわれにしようと思っている

説明は，イエスの生涯の中の語る価値のない部分を「取り除いた」ものな

のだろうか。へーゲ、ルの説明はわれわれにとって，もはや価値をもたない

ものをイエスの生涯全体から取り除き イエスが実際的な利益を与えてく

れるものだけを，つまりイエスがわれわれにも手本として役立ち得るもの

だけを残しておこうとするものなのだろうか。けっしてそうではなL、。と

L 、うのは，へーゲルが聖書のテクストが描いているイエス像の中の語るべ

き価値のない部分を取り除いただけではなく，聖書のイエス像を書き改め

た，つまり意識的に書き改めた (transfo仰のことは明らかであるからで

ある。彼のなそうとしたことは，一つの実験を試みることである。へーゲ

ルは若き改革家として，自分が夢見る民族宗教 (VolksreligionJの必要に

応じる「イエスの生涯」を創作しようとしたのて、ある。そこでは，歴史上

のキリスト自身は少しばかり，意識的に手を加えられて (reformのいる。

このベルン時代のへーゲ、ルは，歴史上のキリストをどのように考えいる
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のだろうか。へーゲ、ルは福音書の著者たちゃ聖ノfウロが彼らの主について

語ったことをすべて真実であるとは決して考えてはいないことは明らかで

ある。へーゲルの考えでは，イエスは他の人たちと同じ一人の人間であっ

た。イエスは，自分が聖三位一体の第三の位格であって，堕落した人間を

神と和解させるために人となったのだとは決して主張しなかった。彼は，

救いを自分の人格に対する信仰に結びつけようなどとL、う気持ちは少しも

なかった。彼は，神の命令によって一連の秘教的な教えを口にしたり，一

連の秘儀を見せつけようなどとは思いもよらなかったしまた，それらの

教義や秘儀を力づくですべての人に強要するなどということも思ってもみ

なかった。彼は，現存する宗教組織に至る所でとって代わろうとする一つ

の宗教を創始するとは決して主張しなかった。すべての人に答えを与え，

民衆の公的生活を支配するはずの道徳的規範を伝授しようなどとは彼は夢

にも思わなかった。彼の道徳は，もっぱら個人的な知恵にとどまるもので

あり，それ以外のものを求めなかったのである。不幸のはじまりは，イエ

スの弟子たちが絶対的なものに一切を与えたことであった。彼らは自分た

ちの主を神格化し，イエスに多少とも関わりのあるものを受け容れること

を救いの条件にしてしまったのである。このような変化はどのように説明

すればよいのであろうか。

(注)

(1) D. D.ロスカの手になる「イエスの生涯』のフランス語訳がある。 Hegel，Vie 

de ]esus. Traduit et precede d'une introduction par D. D. Rosca. Paris， 1928. 

(2) Nohl，ψ. cit.， p. 89. (久野昭訳『へーゲ、ル初期神学論集ILl以文社，三O頁)

(3) Nohl， op. cit.， pp.111-112. (同，六六頁)

(4) JO.， 1， 1-18; Nohl， o.ρ. cit.， p. 75. (同，九頁)

(5) JO.， III， 1-21; Nohl， op. cit.リ pp.79-80.(同，一五一六頁)

(6) Nohl， Op.αt.， p.84. (同，二三頁)

(7) Ibid.， p.85. (同，二五頁)

(8) 1bid.， p.88. (同，三O頁)

(9) Ibid.， p.89. (同，三O 三一頁)
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(10) Lc.， VII， 36-50. 

(11) Nohl， op. cit.， p. 92. (同，三五頁)

(12) Nohl，o.ρ. cit.， p. 90. (同，三三頁)

(13) へーゲ、ルは注意書きで，ゲーテの言葉をヲ!，、ている 01イフィゲーニエJ第五

幕三場)0r生の泉が，なんの混じりけもなく胸の中に流れている者なら，誰もが

それを認めています。」

(14) Nohl. Op. cit.， pp.97-98. (同，四四一四五頁)
(15) Nohl. Ibid.， pp. 105-106. (同，五七頁)

(1的 Lc.，XVII. 18 et suiv. 

(17) Nohl. op. cit.， pp. 113-114. (同，六九一七O頁)

(1司 Jo.，XIII. 31-XVII; Nohl. op. cit.， pp.125-127. (同，八七一九O頁)
(19) JO.， XV， 4， 6. r葡萄の枝が木につながっていなければ，自分では実を結ぶこと
ができないように，あなたがたも，私につながっていなければ，実を結ぶことが

できません。……私につながっていない人がし、れば，枝のように外に投げ捨てら

れて枯れてしまうのです。J

(20) 注釈者たちも，この点で見解が一致している。彼らの意見が別れるのは，われ

われが取り扱っている論稿の各ページごとに現れていると言ってもよいカント主

義をへーゲ、ル自身どこまで共有しているのか，さらにまたこの論稿にはカント以

外の人の影響が見られるか，という点を正しく認識しているかどうかと Lづ問題

に関わっているO




